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特定非営利活動法人



私たちの住む芦屋市は、市民活動の場が市内に多く設置されるなど、

一人ひとりの市民意識を高めていく土壌豊かな地域として様々な活動が展開されています。

私たちが掲げている「活動人口 100％のまち」になるということは、

自分たちが自分たちのために考え行動することから始めることで、

安心で住みやすい楽しく暮らすことのできるまちが生まれるということです。

そこで、私たち中間支援団体である（特活）あしやNPOセンターは、

市民・行政・NPO団体・自治会・学生を結ぶキーマンとして 2007 年結束時から、

芦屋市立あしや市民活動センターを拠点地に活動の幅を広げる取り組みを提供し続けています。

特定非営利活動法人 あしやNPOセンター の沿革

２００７年　あしやNPOセンター 法人化設立
２０１３年　芦屋市立あしや市民活動センター 公光町へ移転
２０１５年　芦屋市立あしや市民活動センター 指定管理受託
２０１７年　ためまっぷ芦屋 運営開始
２０１９年　芦屋市立あしや市民活動センター リノベーション
２０２１年　芦屋市立あしや市民活動センター 指定管理再受託

「活動人口 100％のまち」を目指して



活動に参加することで、「たくさんの人々の力で課題解決ができる」
「変化が生み出される」と言われています。
参加の一つである、「ボランティア活動」としては、ボランティア
の楽しみ方、活動の場所を見出すことを学生の頃から体験し、生涯
活動へつながる仕組みと、全世代に合ったボランティア活動の場を
提供しています。

活動に、積極的に参加しよう

積極的に
参加しよう

芦屋川の清掃ボランティア
学生を中心に実行委員会を立ち上げ、学生の

考える力を引き出しながら、子どもから一般市民、
多世代での交流の場でもあります。

芦屋さくらまつり清掃ボランティア
学生を中心に実行委員会を立ち上げ、芦屋三大祭り
の心地よい運営を支援しています。

リードあしやのガーデンボランティア
学生・障がい者・高齢者、様々な環境にある市民

が月１回集まり、庭造りを楽しみながら、
リードあしやの憩いの場を提供しています。



協働で
つながろう

自団体だけでは出来ないこと、同じ活動をそれぞれが実施すること
の大変さを感じたことのある団体は少なくないだろう。中間支援団
体の活動のひとつである「つなげる」ことにより、より効率的で先
駆的な取り組みを作り上げています。

行政・NPO・自治会　協働でつながろう

パラリンピック事業「あしやの火」
芦屋市・小学生から高齢者の市民・

各高等学校・コープこうべ等々と連携し、
2021 年東京パラリンピックの火を会場へ

届けました。

災害時対応セミナー
ゲストの話を聞いたり、防災ゲームから学びの場を展開
したり、2020 年度には「防災施設ってどんなとこ？」の
映像を芦屋市の協働で制作しました。



政策提言　自分のまちに興味を持とう

自分のまちに
興味を持とう

あしや市民活動フェスタ
コミュニティビジネスをツールに市民がやりた
いことをプレゼンする場を提供し、独り立ち

までをバックアップしています。

パブリックコメントを読み解く
行政施策に対してコメントを求められる唯一の場です。
市民と意見交換をしながら、提言を伝えます。

まちづくりを学ぶ
環境とまちづくりを多世代で考える「みんなでつくる
未来のまち」美しい環境をどう生かすかを、森のねん
どを使った家づくりをしながら作り上げていきます。

芦屋市は人口約 94,000 人の街、商業施設は少なく市内で勤務する
人、他市の学校に通う子どもは少なくない状況です。昼間の活動人
口はどのくらいでしょう？素晴らしい自然と環境を持つ芦屋で、安
心安全に健やかな暮らしを保つための提言を一緒に考える場を持ち
続けます。



情報の収集と発信

伝わる
つたえる

ホームページ、SNS、ニュースレターなどのWeb媒体と季刊紙、
NPO通信の紙媒体を利用してイベントや助成金関連の情報を発信
しています。団体や市内情報の発信の独自のアプリとしては、
2017 年から「ためまっぷ芦屋」の運営に取り組んでいます。

話すことから始めよう

ためまっぷ芦屋
2022 年からは、個々の団体の情報をミニホームページ
として利用できるページの開発に着手し、2023 年度に
は利用できるまでに至っています。多くの団体に利用し
ていただくことで団体情報の収集と発信ツールとして大
いに有意義なものとなると確信しています。

話すことから
はじめよう

季刊紙 58 号表紙

相談内容として大きく割合を占めているのが「運営」です。能力は
あるが生かす方法が難しいこと、事務局を担う人材がいない、また
は力が弱い、会計など担当者が育っていないことが、この 5年間、
相談を受けていてよくわかります。

ためまっぷ芦屋トップページ



活動人口１００％　生きている限り取り組もう

活動人口を
ふやそう

能力が生かせる、頼りにされる、集まる場所がある、そんな日常は、
出会う人がみんな顔見知りで、笑顔で挨拶できるまちになるかもし
れません。そんなまちになるために、わたしたちと一緒に考えてい
きましょう。

あしや子ども笑顔ネット
子どもを元気に！をモットーに取り組む

団体の集まりです。

芦人認定
子どもを元気にできる人・団体を
紹介しています。

ふれあいカフェ
立ち上げたばかりの団体や活動に自信のない
団体の応援の場です。

専門家ネットワーク
NPOを支援している個人・
団体・企業を紹介しています。

Leed cafe 1日シェフ
食のコミュニティビジネスを目指す人を
応援しています。



あしや NPO センター
特定非営利活動法人

６５９－００６５
兵庫県芦屋市公光町５番８号　公光分庁舎北館
芦屋市立あしや市民活動センター　リードあしや内
Tel.0797-38-6841  Fax.0797-26-6453
ashiya-npo@npoanc.org

専門家ネットワーク
NPOを支援している個人・
団体・企業を紹介しています。

Leed cafe 1日シェフ
食のコミュニティビジネスを目指す人を
応援しています。

芦 屋 の 未 来 × わ た し た ち の 未 来

活動人口１００％のまちへ


